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国政報告⑪ 2021年夏号 

 

日本を前へ、アクセル全開 

三宅伸吾 

参議院：外交防衛委員会 筆頭理事 

自民党：外交部会 部会長代理、新聞出版局長      

   

新型コロナウイルス禍の長いトンネルの出口がようやく見えてきました。ワクチン接種

が本格化したからで、一日当たりの摂取回数は 100 万回を上回ってきました。もちろん、

完全収束に向け、感染力の強いインド型（デルタ株）などに気を緩めることなく、感染防

止策を徹底して継続する必要があります。 

 

同時に、厳しい安全保障環境を乗り切りながら、日本社会の一刻も早い V 字回復に向

けた政策の入念な準備と、分野によっては具体策の実行にアクセルを全開しなければなり

ません。 
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未来社会を創出する議員連盟 

6月 11日、自民党本部大ホール。約 300人の関係者が集ま

り、「未来社会を創出する、バッテリー等の基盤産業振興議員連

盟」を旗揚げしました。地球温暖化対策が世界共通の課題とな

り、バッテリー（蓄電池）を制するものが世界を制する時代と

なったからです。スマートフォン、電気自動車、ドローン、自

立型ロボット、太陽光や風力発電など、いずれにおいても基幹

部品となるのがバッテリーです。 

 

海外勢との競争が激しさを増

すなか、我が国においても国家戦

略として、バッテリー分野におけ

る技術開発、標準化戦略、市場競

争力、資源再利用等に一層磨きを

かける必要があると考え、議連設

立を私が発案し、数か月余り準備を進めてきました。 

 

設立総会では司会を担当。約 100人の自民党国会議員と代理秘書、関係省庁と関連事業者約 150人、

そして報道関係者の出席を得て、甘利明会長、安倍晋三顧問を選出。2019年ノーベル化学賞受賞の吉野

彰先生の基調講演と質疑の後、緊急決議をとりまとめました。その後、約 20 人の報道陣向けに甘利会

長とともに記者会見。趣意書、決議はHPでご覧いただけます1。 

 

 
1 http://www.miyakeshingo.net/activityreport/ 



3 

 

6月 18日、閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針 2021」にはバッテリーに関し、あら

ゆる政策を総動員し、研究開発、設備投資を進めると明記されました2。政府が設けた 2兆円の「グ

リーンイノベーション基金」は水素分野から活用がスタート。バッテリー分野も同基金の対象であ

り、今後、有効に積極活用すべきです。加えて、我が国半導体産業の勃興を後押しした「超 LSI 技

術研究組合」の類似組織の創設も視野に、振興策を検討します。 

 

大阪万博で世界に技術 PR 

6 月 29 日には大阪府池田市にある産業技術総

合研究所・関西センターを議員有志で視察。「２5

年大阪万博では日本のカーボンニュートラル関連

技術を世界に PRしたい」。研究施設をご案内いた

だいた吉野彰先生の言葉も記憶に残りました。 

その後、パナソニックのテスラエナジー事業部・住

之江工場（大阪府住之江区）も訪問。2時間をかけ、電

極の塗布、円柱型バッテリーへの組み立て、放充電、

検査工程を目の当たりにしました。米テスラの電気自

動車の床下には単 3電池より一回り大きなバッテリー

が数千個、搭載されており、生産コストに占める割合

は 3割前後とされます。バッテリー製造には化学、メ

カトロニクス、ITの総合力が求められ、日本勢の活躍

に向け、環境整備に尽力します。 

 

選択的夫婦別氏制度 

昨年秋から、選択的夫婦別氏制度の導入を目

指す活動を具体的に開始しました。3月には予算

委員会で、「氏が違っても、仲睦まじい家族や世帯

があるし、私の子供たちが結婚して氏が変わって

も、私の家族であり続ける。家族の一体感は氏と

は別の話だ。家族も、全ての方の氏も大事にした

い」と述べ、早期導入への論陣を張りました。 

 

昨年秋以降、同志とも何度も準備会合を重ね、今年 3月、党内に「選択的夫婦別氏制度を早期に

実現する議員連盟」（浜田靖一会長）を発足させ、井出庸生衆議院議員とともに事務局長に就任。 

 
2 政策の具体策は経済産業省HP掲載「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦

略」60～71頁参照 
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6月 10日には別氏制度導入の基本方針として、「戸籍制度の維持」や別氏夫婦の子の氏について

「子の福祉尊重」などを議連として確認しました。また、同日夕には、世論調査の早急な実施を求め

る提言を丸川珠代担当大臣に手交しました。 

 

6 月 23 日、最高裁大法廷は夫婦の氏を同じくす

ることを強制する現行の民法や戸籍法について、合

憲との司法判断を示しました。一方で、夫婦の氏を

どのような制度にするかについては「国会で論じら

れ、判断されるべき事項にほかならない」と指摘し

ました。 

 

様々な世論調査によると、選択的夫婦別氏制度を

望む方が過半となっています。立法府の一員として一日も早い導入に向け尽力する所存です。 

 

誰もが生きやすい社会へ、 LGBT・男女共同参画 

21 年通常国会では LGBT など性的少数者への

理解増進法の制定議論が高まりました。議員有志

で、弁護士や法学者から早期成立を求める要望書を

受け取り、その後、野田聖子幹事長代行を交えて意

見交換。自民党内での議論がまとまらなかったこと

から、前国会では実現できず、残念でなりません。 

 

一方、国や自治体に対し、議員や候補者へのセ

クハラ・マタハラ対策等を義務付ける「政治分野における男女共同参画推進法」改正案は国会最終

盤になって何とか成立しました。先議となった参議院での根回し作業の一助になれ、光栄です。私

が夫婦別氏や LGBT問題などに取り組むのは、すべての人にとって生きやすい社会を創りたいか

らです。 

  

明るい社会保障改革 

明るい社会保障改革推進議連（うえの賢一郎会

長）では、人生 100年時代の安心の基盤は健康と

の考えから、①個人の健康、②社会保障制度の持続

可能性、③成長産業の育成という「三方良し」の政

策の立案・提言活動に注力してきました。6月、世

耕弘成顧問らと総理官邸に加藤勝信官房長官を訪

ね、デジタル技術を活用した健康関連器具の普及

の推進等を求めました。 
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外国人との共生へ、出入国在留管理・公安調査庁  

多くの企業でコロナ禍による経済変調で労働力が過剰となりました。一方で、見込んでいた外国

人技能実習生が感染予防のため、来日できず、水産加工業など一部業種では人手不足に。在留期間

が過ぎた実習生が帰国できない事態も発生するなど、労働需給のミスマッチや外国人の在留管理の

異常事態が発生しました。外国人労働者は我が国の経済社会に大きな影響を与えるため、慎重で広

範囲な検討が必要です。 

 

そこで昨秋、私の発案で自民党「出入国在留管理業務の適正運用を支援する議員連盟」（柴山昌彦

会長）を創設しました。今年 6 月には議連の勉強会を開催。前国会で入管法改正案が見送られた背

景、コロナ禍における技能実習、特定技能といった外国人労働者を巡る状況などにつき、佐々木聖

子入管庁長官らから説明を受けました。その後、技能実習制度と特定技能制度の今後の在り方など

について突っ込んだ意見交換ができました。 

 

同じく法務省関係では 4 月、上川陽子法務大

臣に公安調査庁の体制強化を強く求めました。

中国による産業スパイ等が懸念されており、経

済安全保障の観点から、待ったなしの課題です。 

 

外交防衛委員会   

昨秋から、参議院の外交防衛委員会・与党筆頭

理事、自民党では外交部会・部会長代理を務めて

います。内閣提出の全ての法案などは、国会への

提出前に自民党の外交部会など関連の部会で、

内容のチェックを受けなければなりません。この事前

審査の段階で法案が修正されたり、提出そのものが見送られることがあります3。 

 

外交防衛委員会・与党筆頭理事の役目は、与党審査をパス

した条約の承認や法案を成立させることです。具体的には野

党の筆頭理事などと、委員会を開く日程や質疑における与野

党それぞれの質問時間の配分、採決の段取りなどを協議。野

党が法案などに強硬に反対する場合には、この協議が難航、

胃の痛む日々を送ることになります。実際、何度か厳しい局

面がありました。振り返れば、ひたすら忍の一字で汗をかく、

修行の機会をいただいたと感謝しています。結果としては

「地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）協定」等の条約承認

や法案をすべて成立させることができました。 

 
3 内閣ではなく、議員による国会提出法案の場合も党による事前審査が必要で、LGBT理解増進

法案では党内手続きで待ったがかかり、国会提出に至りませんでした。 
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トゥキディデスの罠 

外防委では今年、2度質問にも立ちました。歴史を振り返ると、新興国が台頭してくると覇権国と

の戦争に至ることが少なくありません。「トゥキディデスの罠」とも呼ばれます（下は機関紙「自由

民主」への寄稿）。緊迫する米中関係にはこの懸念がよぎります。3月の質疑では、戦争回避に向け

た歴史の教訓などを紹介しながら、茂木敏充外務大臣に政府の見解を求めました。また岸信夫防衛

大臣には尖閣有事への対応などについて説明を求めました。 

 

中国の閉鎖性：ゲーム市場 

６月 1 日の質疑では、中国市場の閉鎖性について、ゲームアプリ事業を例に日本政府の見解、対

応策を問いました。中国勢は日本市場で自由に事業展開できるのに、日本勢には中国において様々
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な規制がかけられており、ともに WTO 加盟国であるのに、このような不平等な状況が放置されて

いるのは不適切であり、早急に是正すべきだと考えます。 

 

また、新型コロナウイルス対応の中国製ワクチンへの懸念を明らかにしました。「有効性の低い中

国製ワクチンが発展途上国に広がると、変異が起き、ウイルス撲滅が難しくなり、将来、先進国に跳

ね返ってくる。このリスクをどう考えるか」と述べ、茂木外務大臣に見解を求めました。 

 

台湾へのワクチン供与 

5月 26日、台湾の長年の友人から、こんな連絡が飛び込

んできました。「ワクチンの調達が間に合わず、大きな政治

的危機に直面している。日本で使わないワクチンを有償で

構わないから、一刻も早く台湾に送ってほしい」。 

 

台湾は感染抑制で優等生とされてきましたが、5月に入っ

てから感染者数が急増、ワクチンの調達遅れが大きな社会

問題として浮上しました。 

 

一方、日本政府は国内接種のワクチンを当面、米ファイザ

ー社製などとし、確保済みのアストラゼネカ製ワクチンは、

国内では当面、使用しない方向でした。 

 

その日の夕、日本の大手製

薬メーカートップがそろう

定例の勉強会に参加。私か

ら、中国製ワクチンが発展途

上国で接種されることへの

懸念を述べたうえ、アストラ

ゼネカ製ワクチンの台湾へ

の供与つき支援を要請。ま

た、翌日早朝には政権中枢に

台湾からの切羽詰まった要

望を伝えました。他のルート

からも働きかけがあったようです。 

 

2日後の 28日早朝、日本のテレビでは「アストラゼネカ製ワクチン 政府、台湾へ一部提供を検

討」とのニュースが流れました。 
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日本政府は 1週間後の 6月 4日、アストラゼネカ製ワクチンの海外供与を台湾からスタート。蔡

英文総統はじめ台湾側から日本に対し、感謝のメッセージが多数、寄せられました4。 

 

外交部会 

部会長代理を務める自民党外交部会（佐藤正久

部会長）では通常の外交案件に加え、今年は３つ

の大きな課題に取り組みました。①ウイルス感染

拡大防止に向けた入国・帰国者への十分な水際対

策、②人権外交、③台湾問題にかなりの時間を割

きました。 

 

人権外交、台湾問題では党として初めて、プロ

ジェクトチームを設置。機微な情報を含むことか

ら、少数の議員メンバーで、新疆ウイグル、チベット関係者らへのヒアリングや報告書とりまとめ

に向けての意見交換を重ねました。提言は菅義偉総理に直接、申し入れました5。 

 

行改本部・規制改革プロジェクトチーム 

自民党の行政改革推進本部・規制改革等に関するプロジェクトチームでは副座長として、デジタ

ル分野を軸に必要な施策を検討。刑事事件の証拠のデジタル謄写化については、昨年来、法務省の

 
4 前頁のテレビ画面は台湾での報道；https://www.youtube.com/watch?v=U_xJ50dJl0k 

「ありがとう、日本」は蔡英文総統の Twitterより 
5 提言は： https://www.jimin.jp/news/policy/201677.html 
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説得に苦労し、予算委員会の質疑でもとりあげたことか

ら、強い思い入れがあり、私から菅総理にも直接、規制緩

和の必要性を強く訴えました。その結果、6 月 18 日に閣

議決定した「規制改革実施計画」に令和 3年度措置として

対応時期も明記していただき、感慨深いものがあります6。 

 

新聞出版局長 

自民党広報本部・新聞出版局長として、雑誌「りぶる」、

機関紙「自由民主」を担当、党幹部や出版局スタッフか

ら持ち込まれる様々な企画案を検討したり、インタビュ

ーに立ち会ったりします。最近の企画では「りぶる」の

読者向けなどに、純烈の皆さまによるスマホ教室を企画

しました。また、「自由民主」にはコラムを定期寄稿して

います（6頁に掲載）。 

 

不安に寄り添う政治のあり方勉強会 

参議院自民党では世耕弘成幹事長の発案で「不安に寄

り添う政治のあり方勉強会」を 2 年近く続けています。

過疎、貧困、孤独・孤立、コロナ禍での就活など社会には多くの不安があり、その現場と向き合うこ

とから勉強会はスタートしました。昨春から視察はできなくなりましたが、オンラインでも多くの

ことを学ぶことができました。 

 
6 「法務省は、刑事手続における証拠開示に関し、必要な情報セキュリティ対策を前提に、紙媒

体の証拠を電磁的記録媒体に謄写することも可能となるよう、謄写環境の整備に向けた取組を進め

る」 
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6月 23日には世耕幹事長らと総理官邸に加藤勝信官房

長官を訪問。長官には私から日々の生活に困っている子育

て世帯の状況を以下のように述べ、支援を訴えました。 

 

「育ち盛りの子供がやせていく」 

 

「勉強したいのにメガネが買えない」 

 

国政報告会 

国政報告会はコロナ禍のため、オンライン

視聴も併用して実施。安倍晋三・前首相にゲス

ト講師として在任時代の経済、外交政策につ

いて振り返っていただきました。 

 

高松港ターミナル整備事業 

 東京などでの緊急事態宣言により地元に戻

ることが難しい状況でしたが、3月、高松市内

で開催された「高松港 朝日地区複合一貫輸

送ターミナル整備事業」の起工式には参加。６年がかりで岸壁などを整備し大型フェリーの就航を

可能とするもので、総事業費は 73億円。国土交通省四国地方整備局、浜田恵造・香川県知事はじめ

地元関係者の熱い要望を受け、昨年の予算委員会で私からも政府に強く訴え、実現したものです。

式典の鍬入れには感慨深いものがありました。 
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丸亀市長選挙 

今年 4 月に行われた丸亀市長選挙。初当選した松永恭二市長

は球児だったということもあってか、演説会を丸亀市民球場で開

催。あいにく雨に見舞われましたが、有権者の多くは屋根がある

バックスタンド席でしたので、ほっとしました。松永市長ととも

に、丸亀を盛り上げていきます。 

 

地元からの要望 

「国が配った 10 万円の特別定額給付金。どの程度、消費に回ったのか、使われ方の詳細を知り

たい」 

 

「自治体の自主財源確保の取り組みとしては最近、どのようなものがあるか」 

 

コロナ関連を中心に様々なお問い合わせを地元香川の皆さまからいただきました。調査し、お送

りした資料が少しでも役立てば幸甚です。経営が悪化した地元事業者の方からはテナントの賃料補

助制度の拡充や、雇用調整助成金の特例措置の延長を求める声が多く、政府に対応を求めました。 

  

今年 2月、クーデターが起きたミャンマー。軍による人権侵害は決して容認できません。同国か

ら日本に来て、介護の研修を受けている人も多く、地元の老人福祉施設関係者からは現地情報を知

りたいとの要望が寄せられました。ミャンマーへは政府開発援助や介護人材の育成状況などを知る

ため、私も訪れたことがあり、今後も可能な範囲で最大限、情報提供していきます。 

 

日々の活動はホームページや Facebook、Twitterでご覧い

ただけます。「三宅しんご」で検索ください（写真はご近所の

皆さまと＠さぬき市末・2021年 7月 4日）。 

 

党員のお願い  

是非、私が代表を務める自民党支部の一員となって、

政治活動をお支えください。お問い合わせは下記までご

連絡ください。 

高松事務所 電話 087-802-3845 

東京事務所 電話 03-6550-0604 

また、下の QRコードからも手続きできます。 

 

 

 

（自由民主党 香川県参議院選挙区 第二支部 2021年 7月 12日発行） 
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